
 

令和元年度「大妻女子大学および短期大学部卒業後アンケート」実施報告書 

 

 

［目的］ 

大学・短大在学中の学習や諸経験が卒業後のキャリアや生活にどのような関係があるのか検証する。 

 

［対象］ 

2016 年度卒業の大学・短大生 1,557 名 

 

［実施時期］ 

 4 月 10 日局出 回答締切日 5 月 31 日 

 

［実施方法］ 

 卒業生の登録回答用紙を利用し全 3 問を回答する。 

 

［実施責任者］ 

 企画・戦略室 

 

［実施結果］ 

 対象者 1,557 名  返却率 14.9％  返却者数 232 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜設問内容、回答選択肢＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜アンケート結果概要＞ 

 
※△は選択肢になかったが回答で表記があったため結果に反映した 

 

設問１の母校で学んだことや体験したことのうち、実社会で役に立っていると思われるものは選択肢⑫ 

「大妻の友人との交流」と回答した卒業生が最も多く、次いで選択肢①「専門教育」、⑤「コンピュータ 

教育」⑦「資格取得」であった。また、これらの選択肢は、実社会で役に立っていないと思われると回 

答した卒業生も少なく、卒業後のキャリアや日常生活に良い影響を与えていると判断することができる。 

 

 

※⑨自由記述には『礼儀、挨拶（実習を通して）』、『「たおやかな女性になってください」卒業式の時に頂いたお言葉です。 

こちらのお言葉を胸に生きております』、『関係的自立がとても役に立っています』といった回答があった。 

 

設問２の母校で学び卒業したことで身についたと思われるものは選択肢⑦「女性の自立」が最も多く、 

次いで④「思いやりの精神」、⑤「感謝のこころ」、⑥「校訓恥を知れ」であった。本学の教育目標でも 

ある自立した人材の育成が成果を挙げていると思われる。 
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R1 設問1 卒業後アンケート結果
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R1 設問2 卒業後アンケート結果
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設問３の本学を卒業したことを誇りに思うかについては、選択肢①「とても思う」、②「やや思う」の合 

計が約９割に達している。 

①とても思う, 94

②やや思う, 107

③あまり思わない, 11

④思わない, 1 ⑤わからない, 7

R1 設問3 卒業後アンケート結果

①とても思う

②やや思う

③あまり思わない

④思わない

⑤わからない


